
巻 頭 言

先端社会研究所の研究目標は、今年度から「文化的多様性を尊重する社会の構築をめざした、
社会調査を基軸とする先端的な学術研究」とより明確になった。また、前年度に村田学長から提
案された課題を改善し、今年度末にそれを外部委員によって評価されるという緊張感とともにス
タートした。
組織的にも、盛山和夫前所長のご退職にともない、今年度からは私が所長に就任するとともに、
副所長と専任研究員 2名が再任、交代し、それぞれの研究グループも新たに構成し直している。
昨年度までの「中国国境域／雲南班」「日本班」「南アジア／インド班」という地域別の編成か
ら、今年度からは「食研究班（代表 鈴木謙介）」、「ソーシャル・ディスアドバンテージ班（代
表 三浦耕吉郎）」、「文化表象班（代表 鳥羽美鈴）」、「データアーカイブ研究部門・現代日本文
化研究班（代表 奥野）」の 4班を発足させ、研究を続けている。地域研究から、通文化的なテ
ーマ別に、共同研究の組織編成が大きく変化したわけだ。
これは今日のグローバルな市場経済の社会にあっては、地域ごとの研究よりグローバリゼーシ
ョンによって生じている各地の様々な文化変容・社会問題を、その象徴的なテーマごとに各地域
での状況を調査し比較して、共通の課題を探求すべきではないかという構想によるものだった。
こうして、食・料理のグローバリゼーションによる可能性と問題。経済的な格差の拡大だけで
なく様々な不平等が拡大している問題。多様なメディア上の表象が異なった文化のもとで多彩な
意味を表出している現象。世界から日本文化、日本の技術が注目されその過剰な期待の可能性と
問題という、今日の世界が直面している 4課題について、取り組み始めたところである。
この研究体制が具体的に指導してから実質的には半年ほどしかたっていないが、現地でのフィ
ールド調査に取り組み、その結果をもとに多数のワークショップや研究会、先端研セミナーやシ
ンポジウムという形で、社会学以外の経済学、比較文化、哲学、文化人類学から工学まで専門領
域を越えた知の交流が始まっている。また、大学以外の企業、地域、NPO などの現場の人々に
研究に参画していただくという、先端社会研究所が発足時にいだいていた目標により近づいたと
いえよう。
残念ながら、偏狭なナショナリズムと極端な市場経済第一主義が国際的にはびこりだした今ほ
ど、文化的多様性の尊重が必要な時代はない。社会学を核にした多分野の知の交流と、現地での
調査を通じて得た成果が、この社会のより良い変革、創造にいかされるために、本研究所紀要が
さらに多くの研究者、現場の人々、市民への知的刺激となることを願ってやまない。
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